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  本論文は、人々の社会的実践による快適な音環境づくりに向けて、音と人間のかかわ
り、特に音環境と感受性豊かな幼児期の子どもの学習活動との相互のかかわりについて
考察し、環境づくりにかかわる多様な観点から包括的に捉えた人間−−環境系としての音
環境計画について論じたものである。 
 本研究では、音環境はそのデザインの方向性をその場の人々が探ることで快適性の向
上に向かうこと、それには環境を通した人間の多彩な学習が大きく関与しているとの認
識から、心身ともに著しい発達段階に在る幼児の発達過程から音環境に在る学習のきっ
かけを学び、人間の学習行動における音環境の役割について知見を得ることを意図した
もので、得られた知見を踏まえ、生活者の行動を通した快適な音環境の実現を目標とし
た音環境計画のあり方について論じている。 
 まず、社会における環境計画という観点から、関連する学問領域、特に教育学、建築
学及び環境心理学での取り組みを中心に、社会的背景及び文化的背景を踏まえながら、
環境の捉え方や環境計画・設計への応用について述べている。教育学的観点では、教育
の場や公共の場を例に、人間の「学習」の多彩性について述べている。建築学的観点で
は、建築計画学を中心に、現状の把握、目的の設定、設計及びフィードバックといった
環境計画過程とその評価について述べている。 
 環境構成要因として「音」について、社会科学的観点から位置付けを述べている。視
覚的側面と比べても重要性に差がつけ難いにもかかわらず、音環境、中でも“非楽音”
と認識されている日常の音環境については特に関心の低さがうかがわれる。その原因と
して視覚的に確認し難いという音の性質が挙げられるが、そうした音の性質故に人間に
対し多様なコミュニケーション手段をもたらしていること等を指摘し、人間に及ぼす機
能について取り上げ、現状の認識と課題点について論じている。 
 第１章「序論」では、各分野における近年の取り組みを概説し、本論文の位置づけと
目的を述べている。 
 第２・３・４章では具体的な研究対象として幼稚園の音環境を取り上げ、実際の環境
での測定調査および実験結果から得られた知見を中心に論じている。 
 第２章「幼稚園施設の音環境調査」では環境を通した学びの場として幼児教育の場を
取り上げ、人的環境として保育者に、物的環境として施設環境に着目して幼児施設の音
環境を幼児の学習環境という立場から考察した。音環境は視覚で捉えられないことから、
音場の記述を多面的に行うことが必要であるとの考えで、活動時の行動観察と音場分析
を行い、学習における音環境の役割について把握を試みた。 
 主に保育者によって目的が設定されている一斉保育場面での音環境は、保育者が主導
的であるのである程度音の発生を調整できる場面ではあるが、声を出したり動いたりす
る等幼児が主な音源である活動場面では全体的な音圧レベルが大きいことが確認された。
また、幼児が主たる音源となって活動する場面や“話を聞く”場面など、幼児の行動に
よってその特徴が大きく変動することから、音環境は幼児の行動によって規定されてい
ることを確認した。 
  自由保育場面は、幼児が主体となって自由に行動する場面であることから、一斉保育
時と比較して音圧レベルが大きくなる傾向を確認した。室内大空間では常時 85dB（LAeq）
程度の喧噪的な環境となっていた。この問題への対処として、保育施設では一人あたり
面積を基準として議論されていることに加え、音の面からは同一吸音力と仮定した場合
に高さを高くすることで喧噪感を緩和できる可能性がある点を指摘した。また、幼児は
環境を形成する主体であることから、音環境の形成には建物の設計に加えて遊具や小物
などの幼児が用いることができる身近な備品の選定も重要であることを明らかにした。 
 以上の調査結果から、音環境設計における建物の音響性能のあり方に加え内装環境の
設定により音環境の形成及び音環境を通した幼児の学習活動に与える影響の大きさを確
認し、保育施設での音環境デザインの方向性として、幼児や保育者の身近にある備品に
着目した新たな学習環境の創造の方向性について提案した。 
 第３章「幼児の聴取位置に着目した音場観測」では幼児施設の学習者である幼児の聴
取位置に着目した音場観測方法を検討し、取り巻く音環境について考察した。音は物理
的及び心理的に画一的に扱えないという理由から、音に関する議論はある代表点での音
場を扱うことになる。そこで、幼児の身体的特徴及び行動パターンから幼児の聴取位置
の特徴を抽出し、その位置での音場観測として、音響性能及び音環境の評価を行った。 
 音響性能測定により、幼児の受音高さでは床面反射音の影響を大きく受けることを確
認した。床材の特性によっては大人の受音高さと大きく異なる場合もあり、例えば言葉
の聞き取りやすさ等が幼児と大人とで異なる状況もあり得ることが示された。また、吸
音材を用いて配置方法による比較を行ったところ、活動環境では身近にある家具や遊具
等によって、吸音効果の影響に違いがあることを確認した。 
 高さによる活動時の音場の違いを分析した結果、幼児の受音高さでは床面に加え身近
な備品による反射音の影響が大きいことを確認した。これは、視環境と同様に音響面で
も備品の大きさ（特に高さ）や素材（吸音率）の選定が重要であることを示している。 
 以上の結果より、幼児の聴取位置では床面反射音と身近な備品による反射音の影響を
大きく受けることから、同一空間を多目的に用いる幼児施設では、幼児にとって適した
音空間の設定には身近な反射面として床面及び身近な備品の選定・配置に着目すること
が有効であることを確認した。 
 第４章「床材に着目した音環境デザイン」では、第２章・第３章の調査結果を踏まえ、
幼児の観点において効果的である床材に着目した音環境デザインの実験を行い、環境の
変容と幼児の学習活動との相互作用に着目して音事象を観測した結果について論じた。 
 デザインのフィードバックとして、音響性能測定及び活動時の音場観測を行った結果、
音響性能としての変化は残響時間の差として現れる一方で、実際の活動時の音環境は一
義的に変化せず、環境の変化による影響は、行動への変化として直接的に表れ、音環境
は行動の変化に伴って変化することを観測した。 
 一斉保育時は保育者が主として活動の流れの大枠をつくる場面であることから、音環
境の観点でも保育者が調整することで発生音が同様の傾向にあり、吸音処理を行うと吸
 音材の特性が音環境に影響することが示唆された。自由あそび時は幼児が活動の主体で
あることから、あそび行動が変化することで発生音自体が大きく変化していることを確
認した。自由あそび場面での音環境は、音響性能としての変化に加え環境の変化によっ
て幼児の行動が変化することによる影響がより大きく影響を受けることを確認した。 
 保育者は環境を用いて教授活動を行っていることから、一斉保育時には保育者の意図
を反映すること、自由保育時は幼児の気づきを得るきっかけを目的とすることが、教育
の場でのデザインとして重要な観点であることが示唆された。 
 第５章「教育音響学の試み」では、第２章・第３章・第４章で論じた幼児の学びとし
ての音環境の考察を受け、各章での調査・測定・実験結果について保育者の意識調査を
もとに教育的視点から考察を行い、人間−−環境系としての音環境計画の方向性について
論じた。ここでは、序論において示した教育音響学という枠組みの中で、快適な音環境
の在り方の探求及び実現に向かう手段について、幼児施設の現実環境から環境の役割に
ついての知見を得、計画に取り入れる方向性について論じている。これは、音環境計画
に際し人間の学習行動を意識した取り組みで、人的・物的環境を用いて積極的に人間行
動、つまり学習に向き合い“教育”として働きかける方法について論じたものである。 
 幼児の学習行動と音環境との関わりを捉えるにあたり、現実と向き合い対処する立場
の保育者の意識調査をもとに考察を行い、人間の学習における音環境の役割を探索的に
抽出し、学習の可能性を環境計画として生かすことを課題とし取り組んだ結果、音環境
は行動のフィードバックとして大きく影響していることを確認した。 
 ここから、現実的な環境設計としては学習環境として“響き”を積極的に取り入れた
空間設計や生活者の近くに反射面を設置することで生活者の行動を音によりフィードバ
ックする方法として提案できることを指摘している。これらを物理指標で示すには、例
えば生活者の発生音が響きと暗騒音などを含め想定した環境において、発生者自身にど
の程度返ってくるのか、といった音のフィードバックを測定する等の手法が考えられる。 
 
 本論文では、環境形成者が担い手であり、また周囲との関わりを断てない音環境は、
人間の学習に対して取り組む教育的視点を取り入れて取り組みとして、環境計画の新た
な方向性を見出す可能性を秘めた要因であることを指摘している。生活者にとっての快
適な音環境の実現に際し、人間の行動による創成を目的としていることから、人間の学
習行動に着目して環境設計に取り組むことを“教育的機能”と捉え、教育的視点を取り
入れて働きかける学問体系を教育音響学と称し、本研究をその一部として位置づけ、そ
の成果と応用の方向性について論じた。 
 今後は、様々な現実環境から音環境に在る人間の学習の可能性を学び、生活者にとっ
ての音環境のあり方について検討すること、及びその時代での社会環境に課題を見出し
“教育”としての環境計画を実践することを課題として取り組む所存である。 
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